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1. アジア・太平洋水フォーラムの設立と
サミット開催決定までの道のり

2. アジア・太平洋水サミット開催の意義
3. 第１回アジア・太平洋水サミットの概要
4. 第１回アジア・太平洋水サミットから期待
される成果

5. 第１回アジア・太平洋水サミット以降の
ロードマップ



• アジア・太平洋水フォーラムの活動の一環として
２～３年に一度開催

• 各国首脳を始めとする、各界のリーダーを対象

• 各国首脳は「国づくりにおける水の重要性」という
観点から、各国の水分野の具体的な取り組みや
その成果を紹介

• APWFの活動の結果を報告書として発表

アジア・太平洋水サミット
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アジア・太平洋水フォーラムの発足

2006年9月27日

マニラにおいて発足式典を開催

30以上の団体から160人以上が参加

森日本水フォーラム会長が出席

アジア・太平洋水フォーラムの
ウェブサイトが正式にオープン（ブ
ログを活用した双方向システム）

第１回アジア・太平洋水サミット
の開催地発表：大分県別府市



アジア・太平洋水フォーラムならびに
第１回アジア・太平洋水サミット説明会

2006年11月14日

アジア・太平洋諸国の在日大使館・在日国際機関の代表を対象とした説明会を開催

アジア・太平洋諸国の２６カ国の政府代表、在日国際機関、約100名が参加

森アジア・太平洋水フォーラム会長より、各国政府、企業のリーダーへの参加呼び
かけ

主な参加者 バングラデシュ、キルギス、マーシャル諸島、ミクロネシア、シンガ
ポールの特命全権大使、岩屋毅外務省副大臣、棚橋通雄国土交通省水資源部長、
篠沢恭助国際協力銀行総裁、吉村幸雄世界銀行副総裁、広瀬勝貞大分県知事



アジア・太平洋水フォーラムとは？

アジア・太平洋地域の水問題、
ひいては世界の水問題解決に向けた
全てのステークホルダーを含む
ゆるやかなネットワーク

ウェブログが主たる議論の場

http://www.apwf2.org/



• アジア・太平洋水フォーラムの活動の一環として２
～３年に一度開催

• 各国首脳を中心とする、各界のリーダーを対象と
し、参加者は招待者のみ →何故か？

• 各国首脳は「国づくりにおける水の重要性」という
観点から、各国の水分野の具体的な取り組みや
その成果を紹介

• APWFの活動の結果を報告書として発表

アジア・太平洋水サミット



アジア・太平洋諸国の首脳、各界のリーダーに、
ミレニアム開発目標の達成のためには、水問題の

解決が重要であるということに気づいてもらうこと

何故？

アジア・太平洋水サミットの目的と意義

水問題は環境、農業、工業といった一つの分野の
問題や援助の問題でなく、人間の安全保障人間の安全保障や、国家国家
の社会・経済発展の社会・経済発展の根幹に関わる問題

このため、国家レベルでのリーダーシップの発揮が
求められる問題



• アジア・太平洋水フォーラムの活動の一環として
２～３年に一度開催

• 各国首脳を中心とする、各界のリーダーを対象
とし、参加者は招待者のみ

• 各国首脳は「国づくりにおける水の重要性」とい
う観点から、各国の水分野の具体的な取り組み
やその成果を紹介 →概要とプログラム

• APWFの活動の結果を報告書として発表

アジア・太平洋水サミット



「第1回アジア・太平洋水サミット」の概要

1. 名称： 第１回アジア・太平洋水サミット
2. 会期: 2007年12月3日（月）、4日（火）
3. 開催地： 大分県別府市 ビーコンプラザ

http://www.b-conplaza.jp/
4. 主催者：アジア・太平洋水フォーラム

「第１回アジア・太平洋水サミット」運営委員会



「第1回アジア・太平洋水サミット」の概要
5. 全体テーマ
「水の安全保障：リーダーシップと責任(Water 
Security: Leadership and Commitment)」

5. 取り上げる課題（APWFの優先テーマ）：
A) 水インフラと人材育成（Water Financing）
B) 水関連災害管理（Water-related Disaster 

Management）
C) 発展と生態系のための水（Water for Development 

and Ecosystem)

6. 参加予定者
アジア・太平洋諸国の首脳、各界のリーダー



「第1回アジア・太平洋水サミット」の構成案
サミット
開会式
記念講演
首脳級全体会合
優先テーマ別分科会
閉会式

オープンイベント →5月末より申込開始予定
水技術展示
市民活動ポスター展示
各種シンポジウム、セミナー
学生イベント 等



「第1回アジア・太平洋水サミット」
のプログラム案

12/3（月） 12/4（火） 
 

開会式 11:00

記念講演 

AM 全体会合 2 
・ 首脳による基調講演 
（水チャンピオンによるパネル） 

 

優先テーマ別分科会 PM

テーマ A テーマ B テーマ C 

PM 全体会合 1 
・ 首脳による基調講演 
（水チャンピオンによるパネル） 

  閉会式 
 

 歓迎レセプション  フェアウェルカクテル 

 
12/1-12/5 Open Event （国内における期間中関連イベント） 

※Open Event：オプションとして A4 1 枚程度の結果報告を全体会合で配布 

分科会 
（随時）

分科会 
（随時）



• アジア・太平洋水フォーラムの活動の一環として２
～３年に一度開催

• 各国首脳を中心とする、各界のリーダーを対象と
し、参加者は招待者のみ

• 各国首脳は「国づくりにおける水の重要性」という
観点から、各国の水分野の具体的な取り組みや
その成果を紹介

• APWFの活動の結果を報告書として発表
→第一回アジア・太平洋水サミットの成果

アジア・太平洋水サミット



優先テーマ
ー実施体制・国内の動き等ー

主な役割
提言書作成
優先テーマ別分科会開催

リード組織

主な役割
提言書ドラフトのレビュー、コメント
日本の優良事例の提言書へのインプット
分科会（随時）、オープンイベントの開催：オプション
優良事例を取りまとめた小冊子作成：オプション

コーディネーター・グループ（国内有識者）

パブリックコメント収集

Weblog

主な役割
提言書ドラフトのレビュー、コメント

サブ地域・KRA

ドラフト提出
ドラフトレビュー、コメント

日本の優良事例のインプット

Weblog掲載

パブリックコメント

ドラフト提出 ドラフトレビュー、コメント



優先テーマ：テーマA「水インフラと人材育成」
ー全体のねらいー

目的
-安全な飲料水と適切な衛生設備へのアクセスを提供する。
-洪水のリスクを軽減させる。
-生産的で効率のより灌漑・排水サービスを提供する。
-統合水資源管理を導入する。
-仕組みの改善と人材の育成によって水管理を改善する。
テーマ内で取り扱うトピック
-農村部の水Rural water –水供給、衛生、灌漑、排水など、農村地域の
健康と生活に対する投資

-都市部の水Urban water –水供給、衛生、排水管理、環境改善による都市
の持続可能な成長の実現

-河川流域Basin water –社会基盤、発電設備、洪水管理、河川流域・湿地帯
保存等への投資により統合水資源管理および健全な河川の実現

リード組織
- アジア開発銀行
国内コーディネータ・グループ
-横浜市水道局、国際厚生事業団、水道技術研究センター、
水資源機構、東レから各1名ずつ



優先テーマ：テーマB「水関連災害管理」
ー全体のねらいー

目的
アジア・太平洋地域のすべてのステークホルダーの英知を結集させ、水関連災害への
脆弱性、社会的・経済的な損害を削減するための
-情報共有、技術開発、政策立案、戦略立案の支援を行なう。
-地域的な行動と政策が効果的になされるように人材育成を行なう。
-災害時及び災害後に水と衛生の適当な供給を行なう。
テーマ内で取り扱うトピック
-水関連災害削減目標の設定
-洪水災害軽減方策
- その他水関連災害（津波・高潮、渇水、水質汚染など）軽減方策
-災害時及び災害後の水と衛生の供給方策
リード組織
- ICHARM（水災害・リスクマネジメント国際センター）
国内コーディネータ・グループ
- ICHARM、国土交通省港湾局



優先テーマ：テーマC「生態系と発展のための水」
ー全体のねらいー

目的
アジア・太平洋地域における、政府機関、サブ地域・地域組織、連合関係、ネットワー
クを含む全関係者を一同に集め、地域レベルでの
- 「生態系と発展のための水」に関わる協力体制を構築する。
-情報共有や技術開発・普及、政策研究、戦略立案、能力開発を支援する。
-持続可能で生産性の高い水利用を促進する。
テーマ内で取り扱うトピック
-河川流域レベルでの食糧安全保障および戦略的水供給・分配
-灌漑システムの複合的役割の認識および定量化
-灌漑の近代化および統合水資源管理との関係
-環境流量アプローチおよび統合水資源管理との関係
-流域縮小および河川復旧
- 「発展と生態系のための水」の統合水資源管理の融合
リード組織
- IUCN（国際自然保護連合）、FAO（国連食糧農業機関）
国内コーディネータ・グループ
-清野先生（東京大学）、メンバー：関係省庁、財団、NPO、ジャーナリスト



「第1回アジア・太平洋水サミット」の成果

１．成果文書

「第一回アジア・太平洋水サミット」提言書

• 議長総括（個別の約束、議決、具体的なイニシア
ティブ等を含む）

• APWF ポリシーブリーフ/政策提言 2007
• 全体会合レポート

• 優先テーマ別分科会レポート

• 特別分科会レポート

別府共同メッセージ



「第1回アジア・太平洋水サミット」の成果

２．具体的なイニシアティブ（案）

APWFトラストファンドの設立

アジア・太平洋水事業者ネットワークの構築
• 地域の先進国と途上国間の自治体レベルでの水事業者間の
ネットワーク

アジア・太平洋水大臣会議の設立
（WAMCAP：Water Ministers’ Council of the 
Asia-Pacific）

• 国内の複数の水担当省の調整の役割を果たす水“フォーカ
ル”大臣等のネットワーク

• 各国内での水関係省庁間の調整の促進が狙い

アジア・太平洋水博物館の設立

2008年7月 G8北海道洞爺湖サミットへ



第一回アジア･太平洋水サミットから
G8北海道洞爺湖サミットへ



サミットロゴ決定！
アートディレクター・永井一史氏

日本語サイトオープン
http://www.watersummit.jp/


